
インタラクティブスタンド（BSIT-LP）組立説明書

組立てをはじめる前に
●組立てるまえに必ず、構成部品一覧/ビスパック一覧、完成図をご覧になり、内容物をご確認ください。
●組立作業をする場合は、カーペットの上か、毛布などを敷いた所で、床や製品を傷つけないようにご注意ください。

※最後に安全上の注意を必ずお読みください。
※設置及び組立の不備、または天災による事故･損傷について当社は一切責任を負いません。
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   スプリングワッシャ（Ｍ６） 4
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2 スクリーン取付アングルの取付1 キャスタースタンドの取付

梱包を『前面』と書かれた側が上になるように寝かせた状態で開梱します。
開梱したら、本体ボディにくくりつけてあるスクリーン取付アングルを取出
し、本体の下部（ハンドルがある側）が梱包箱にかかるように引出します。
キャスターベース取付金具をM8ボルト、スプリングワッシャをM８用六角
レンチを使用し本体に固定します。この時キャスターベースの穴が空いてる
方を前側になるように取付ます。

左右のキャスターベースをしっかり固定できたら本体を起こして立てます。

キャスターベース取付金具

六角穴付ボルト（M８×75）
スプリングワッシャ

六角穴付低頭ボルト（M6×15）

六角穴付低頭ボルト
（M6×15）

ＬＰスクリーン用取付穴

ＬＰスクリーン取付アングルを２箇所穴が空いている面が本体側になるように確認し、付属のＭ６用六角レンチを使用し六角穴付低頭ボルトで固定します。
下側のスクリーン取付アングルを固定する際は、上段のＬＰスクリーン用取付穴をご使用ください。

※上側のアングルは出っ張りが
　本体ボディ側になるように取
　付けます。
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   Ｍ８用六角レンチ

   Ｍ６用六角レンチ

   工具 スパナ

（スクリーン・プロジェクターは含みません。）

●組立にあたっては、プラスドライバー（中型）をご用意ください。

２５1   ＬＰスクリーン

スクリーン
取付アングル スクリーン

取付アングル



【2】で取付けたＬＰスクリーン取付アングルにＬＰスクリーンを乗せます。
スクリーン背面の四隅にあるボルトをスクリーン取付アングルの両端にある
孔に通します。4箇所全てのボルトが貫通していることを確認したら樹脂ワッシャー、
ナットを使用して固定します。

３ プロジェクター取付アームの取付

①  アーム取付用ベース金具を正面からみてタッチセンサーユニット取付けアームが左側を向くように皿ネジ（M6×15）を使用し本体上部にしっかりと取付けます。

ボードスクリーンの取付4

樹脂ワッシャー

（スクリーン背面）① ② ③

②  ①で取付けたベース金具に取付けられているボルト部分に支柱金具のボルト穴を合わせます。付属の袋ナット、スプリングワッシャー、平ワッシャーを使用して固定します。
　  袋ナットを固定する際は『スクリーン取付アングル』に不足している工具スパナをご使用下さい。
③   支柱の上部からプロジェクター取付アーム部を差込み、［A］のハンドルを使用して締め込みます。

皿ビス（M6×15）
袋ナット
スプリングワッシャ
平ワッシャ

［A］

プロジェクターの取付5 アウトリガーの取付6

①

②

③ ④
⑤

① プロジェクター取付アームの上部についているノブハンドルを緩めて取り外します。
② プロジェクター取付金具を前方スライドして取り外します。
③ 取外したプロジェクター取付金具をトラス小ネジ（M4×10）、平ワッシャを使用しプロジェクター本体に固定します。
④ プロジェクターを取付けた金具をプロジェクター取付アームの元の位置に戻し取付けます。
⑤ ①で取外したノブハンドルを取付けます。

アウトリガー取付ボルト

アウトリガー取付補助金具
アウトリガー本体

ノブハンドル

樹脂ワッシャー

本体の内側からアウトリガー取付ボルトを差込みます。
反対側からアウトリガー取付補助金具、アウトリガー本体の順にボルトに取付けます。
最後に、樹脂ワッシャー、ノブハンドルで締め付けます。

最後に本体ボディに固定しているＰＰバンドを外し取り除きます。

トラス小ネジ（M４×10）
平ワッシャ



各種操作方法

  1  スクリーンボード高さ調整方法

ホワイトボードの下にあ-る2つのハンドルを同時に握ることで高さを
任意の高さで調節することができます。
高くする場合はハンドルを握ったまま上方向にスライドしてください。
低くする場合はハンドルを握ったまま下方向にスライドしてください。

ハンドル

  2

スタンドを移動させる場合は
アウトリガーの外側にあるノブハンドルを緩めます。
『A』の方向にスライドさせてから『Ｂ』の方向に
回転させてアウトリガーを上げます。
最後にアウトリガーが動かないようにノブハンドル
を締めます。
スタンドを設置させる場合は上記の操作が逆になり
ます。

ノブハンドル

Ａ

Ｂ

  プロジェクターの高さ・角度  調整方法  3

取付金具には【Ａ】～【Ｄ】のノブハンドルが付いており
それぞれのノブハンドルを操作することで設置位置と
プロジェクターの角度を調整します。
【Ａ】：前後方向の位置調整
【Ｂ】：水平方向の角度調整
【Ｃ】：垂直方向の角度調整
【Ｄ】：プロジェクターの高さ調整

【Ｃ】

【Ｄ】

【Ｂ】

【Ａ】

  プロジェクター取付アーム折りたたみ方法  4

【１】

【２】

スタンドを移動させる時などはプロジェクターアームを
折りたたんで全体の高さを低くすることができます。

プロジェクター取付アームの支柱背面にある【１】の
ノブハンドルをゆるめて取り外します。
【２】のストッパーを持ち上げて溝から外すことで支柱
が前方に倒れます。
取外したハンドルは【３】の位置に取付けてください。

【３】

フィンガータッチユニットの取付7

①

②

③

① フィンガータッチユニットの前面にあるカバー固定用ネジをプラスドライバーで緩め、カバーを外します。
② フィンガータッチユニットに付属の取扱説明書をご確認いただき付属のケーブルを接続します。セッティングできたフィンガータッチユニットをスクリーン上部のユニット取付金具に
　付属のビス（２本）を使い取付けます。
③ ①で取外したカバーを元に戻し、カバー固定用ネジでしっかり固定します。

カバー固定用ネジ

フィンガータッチユニット取付金具の回転方法8

フィンガータッチユニットの上部にある白色の化粧ネジを緩めますと
90°回転させることができます。
プロジェクターを投影する際には正面を向くように設置します。

【注意】プロジェクター取付アームを折りたたむ際は
　必ず横向きになるように回転させてから操作するよう
　にしてください。

アウトリガーの操作方法

【Ｃ’】

【Ｂ’】

※【Ｂ】と【Ｃ】のノブハンドルを操作するときは
　反対側にある六角穴付ボルト【Ｂ’】・【Ｃ’】を
　緩めてから操作してください。
　調整が完了しましたら六角レンチを使用してしっかり
　締め付けてください。
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